
令和 5 年 3 月 

堺市役所硬式庭球部の皆さんへ 

堺市役所硬式庭球部 部長 

 

堺市役所硬式庭球部の重要案件にかかわるアンケートについて 

 

平素は、堺市役所硬式庭球部の運営にご協力賜り、誠にありがとうございます。 

さて、当庭球部は令和 5 年度には創設 60 周年を迎え、今年度は各種記念事業を実施していく予定です。 

しかしながら、令和元年以降における新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、当部の活動状況も一変

しました。徐々に以前の活動状況にもどりつつあるところですが、この機に応じて活動内容の刷新を図ってい

かなければならないと考えています。 

そこで、今後の当部の方針を決定していく参考とさせていただくためのアンケートを実施いたします。 

下記に記載の当部の現状と課題をご認識いただき、アンケートへ回答し、提出いただけますようお願いいた

します。 

記 

1.運営資金について 

 ・年会費：コロナ禍の状況も踏まえ、活動内容が縮小となった為 1 万円から 8 千円に減額（令和 2 年度以降） 

 ・部員数：コロナ禍以降、家庭の事情もあるが、退部する部員が増え、新入部員数が一時期ストップした。 

（最近は、外部者の入部再開させたため微増） 

・今年度の収支状況はマイナスとなり、来年度は繰越金（コロナ禍の二年間で増大）を切り崩しての運営を 

余儀なくされる状況であり、現状の会費等であればあと約 5 年で枯渇する予測。 

部員数 収入 支出 差額 備考（参考：平成 29 年度の部員数は 113 人） 

84 人

（R5） 
838,276 円 1,227,555 円 △389,279 円 前年度繰越金（収入）1,899,254 円除く 

 

2.堺市役所硬式庭球部の運営について 

 ・運営業務：①コート確保、②予定表作成、③HP 更新、④練習参加者集計、⑤コート代支払等の業務 

       ⑥各事業の開催業務、⑦団体戦等対外試合への参加調整業務 

 ・役員  ：当部の活動に積極的に参加している部員の中から互選により選出（規約第 7 条） 

       （現状の 20 名の役員の中でも、過去積極的な参加状況であったが、現在ほとんど行事

や練習会に参加できていない役員が約半数おり、頼み込んで役員を継続してもらって

いる状況。） 

 ・役員数 ：活動に参加できなくなった役員が辞任し、新任役員を引き受ける部員もいない。 

       26 名（令和 4 年度）⇒20 名（令和 5 年度） 

 ・今後、活動の参加できていない役員が辞任していくと、現在の運営維持ができず、活動の停滞や縮小、 

事務処理業務等の簡素化が必須で、組織の弱体化がますます進行する状況。 

  （令和 5 年度は 60 周年記念事業の展開も業務として追加されるため、役員の負担は増大している。） 

  ⇒ 役員がなるべく辞任せず長く職についてもらえるように策を講じる必要がある 

⇓ 

（案）  令和 5 年度に役員年会費減額制度を導入し、令和 6 年度会費より減額する 

＜回答期限＞ 令和 5 年 5 月 17 日（水） （提出先 坂井、甲田、國方、永渕、山本、平田） 



記 

 

今後の当テニス部に対する貴方のご意見等を、下記の各項目の㋐～㋔の中から選択し、氏名をご記入の上、メ

ールまたは文書による手渡しにて期限までに担当役員まで回答を提出してください。 

なお、回答は記号全体に大きく〇をつけ、また、その他等を選ぶ場合は（  ）内に、簡潔に内容を記載して

ください。 

よろしくお願いします。 

 

１．年会費について  ㋐1.5 万円   ㋑1.2 万円   ㋒1 万円（コロナ禍前までの会費）   

㋓8 千円（今年度の会費）   ㋔その他（             円） 

 

２．活動費（練習参加費）について  ＜（ ）内は OP カード未提供者＞ 

㋐200 円（400 円）(現在の練習参加費)      ㋑300 円（500 円）  

㋒400 円（600 円）  ㋓設定の必要なし 

㋔その他（                        ） 

 

３．活動費（練習参加費）の上限について  ＜（ ）内は OP カード未提供者＞ 

            ㋐8 千円（1 万 2 千円）（現在の上限）   ㋑1 万円（1 万 5 千円） 

㋒1 万 2 万円（1 万 5 千円）        ㋓上限なし  

㋔その他（                         ） 

 

４．役員の部費減額制度について（1 年間役員業務を完結した役員への次年度の部費の減額制度） 

  ㋐2 千円   ㋑3 千円   ㋒5 千円   ㋓必要なし  

㋔その他（                              ）←（例）「部費の半額」等 

 

５．活動内容について （ご意見ご要望等） 

 

 

 

                                              

 （例：㋐合宿は行けないので回数を減らしてほしい。㋑部内団体戦を開催してほしい。 

    ㋒ミックスダブルス大会を開催してほしい。㋓プロ等を招待して、テニスクリニックを開催してほしい。） 

 

６．その他ご意見等 

 

 

                                                     

 

 

                      ＜氏名＞                    

 

＜回答期限＞ 令和 5 年 5 月 17 日（水） （提出先 坂井、甲田、國方、永渕、山本、平田） 


